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用語及び省略用語については社団法人電波産業会発行の 
「第二世代コードレス電話システム標準規格 RCR STD-28」
に準拠します。 
※ 本資料の複写及び配布の権利は、社団法人電波産業会に

帰属します。 
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本 PIAFSプロトコル標準規格（ARIB STD-T76 第 1.0版）は、旧MITFにて作成された PIAFS
仕様書（第 2.2版）を基に策定したものである。 
旧 MITFにおいて、PIAFSの機能追加に対応して PIAFS仕様書の改定が行われた結果、業界一
般では PIAFSの機能を表示する手段として、PIAFS仕様書の版数（“PIAFS 2.2版対応“等）が広
く用いられている。 

PIAFS仕様書の版数と、その版が保持する機能の対応を以下に示す。（参考として、PIAFS仕様
書の改定履歴を付録 13として添付する。） 
 
PIAFS仕様書 第 1.0版：32ｋ通信（速度固定） 
PIAFS仕様書 第 1.1版：1.0版の誤記修正のため、機能は第 1.0版と同じ 
PIAFS仕様書 第 2.0版：64ｋ通信（速度固定）機能を追加 
PIAFS仕様書 第 2.1版：64ｋ通信（速度可変タイプ１と速度可変タイプ２との組み合わせでの通

信が対象）を追加 
PIAFS仕様書 第 2.2版：64ｋ通信（速度可変タイプ３同士の組み合わせでの通信が対象）を追加 
 
※プロトコル種別については、本文２章を参照のこと 
※PIAFS仕様書の各版はすべて上位互換性を保持している。 
 
 
本標準規格を利用する場合には、以上のことに十分留意して、ユーザの混乱を招かないよう配慮

することが望ましい。 
 

 



 
注意： 
本標準規格には、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われて

いないが、当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権であ

る別表に掲げる権利は、別表に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格

を使用する者に対し、一切の権利主張をせず、無条件で当該別表に掲げる権利の実施を

許諾する。ただし、本標準規格を使用する者が、本標準規格で規定する内容の全部又は

一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、かつ、その権利を主張した場合、その者

についてはこの限りでない。」旨表明している。 
 
 
別表 （第一号選択） 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

日本電信電話 
  株式会社 

(1) データ通信再送方法 
(2) 移動データ通信方法 
(3) データ通信再送方法

および装置 

特許 ２８６１８５１ 
特許 ３１４８８００ 
特許 ２８６１８９５ 

 
 
米、英、仏、独及

び中国に出願 
ソニー 
  株式会社 

(1) データ通信方法 特開平９－２７５３９３ 米、英、独、仏、

オランダ、伊、 
スペイン、 
オーストラリア 
韓国、台湾、 
中国、カナダ 
シンガポール 
インド、 
インドネシア及

びタイに出願 
株式会社東芝 (1) 通信端末装置及びそ

の通信速度切替方法 
特開２０００-１０１５０４  
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